
ミ
ヤ

と
稿
す
る
飴
問
屋
が
あ
っ
て
、
小
三
郎
の
後
脱
だ
と

い
ひ
、
金
・
揮
の
町
入
賞
後
屋
三
郎
右
衛
門
も
そ
の
支

践
で
あ
る
と
記
す
る
勺
問
見
雛
録
に
、
天

E
十
年
.
石

動
山
合
戦
の
宿
駅
を
記
し
て
、
ヘ
イ
ハ
.
平
〉
の
加
賀
守
・

三
宅
小
三
郎
ご
人
は
敗
れ
て
越
中
に
脱
走
し
た
が
、

紳
保
氏
張
に
捕
へ
ら
れ
、
柴
田
勝
家
に
逸
ら
れ
て
切

腹
し
た
と
す
る
が
、
認
ら
し
い
o

sヤ
ケ
ラ
ン
三
宅
蘭
遺
構
醤
一
、
芋
は
凶
香
、

芳
撲
と
践
し
た
。
関
は
そ
の
露
で
あ
る
。
考
名
は
舵

俗
務
、
越
中
よ
り
出
で
L
金
棒
に
移
。
、
留
を
以
て

本
多
民
に
仕
へ
た
。
闘
は
そ
の
三
子
で
、
亦
本
多
民

の
留
民
と
な
り
、
旅
七
十
石
を
受
け
た
。
嘉
永
去
年

十
二
用
ご
日
六
十
歳
を
以
て
夜
。

ミ
ヤ
ヨ
都
鳳
京
都
甲
の
内
の
小
宮
4
0

εヤ
コ
ノ
テ
プ
日
都
の
手
振
一

mm。
浅
加
久

般
若
。
京
都
往
来
の
紀
行
で
、
詩
歌
も
載
せ
て
あ
る
。

εヤ
ヨ
ノ
ハ
ナ
メ
グ
リ
都
の
花
め
ぐ
り
一

mm。

外
附
胞
に
・
京
闘
と
角
替
が
あ
る
。
臨
軍
部
曾
良
の
俳
人

岸
並
編
。
文
化
五
年
京
菊
屋
太
兵
衛
叡
。
岸
主
腕
醸

-R
闘
の
鑑
に
成
る
『
都
の
花
巡
り
』
の
句
を
巻
頭
に

紘
せ
、
古
人
の
勾
を
も
輯
録
し
、
誼
加
に
は
蒼
此
以

下
多
数
の
作
と
、
停
並
・
筒
石
爾
吟
の
附
合
が
あ
り
、

亭
和
三
年
亥
中
夏
也
足
軒
借
主
と
し
た
著
者
の
序
文

そ
添
へ
る
。

εヤ
ヨ
ノ
フ
ユ
都
の
冬
ご
加
。
小
松
め
俳
人

北
海
坊
仰
仙
編
。
天
明
五
年
京
橋
屋
治
兵
衛
板
。
九

箇
・
士
朗
等
を
初
め
倒
仙
の
一
座
し
た
附
合
が
あ
り
、

安
永
三
年
仰
仙
が
褒
水
と
張
行
し
た
歌
仙
も
あ
る
。

周
回
宍
瞬
損
〉
の
序
及
び
戸
自
序
を
添
へ
、
践
は
夜
半
亭

九
輩
。

ミ
ヤ
ヨ
バ
宮
古
場
鳳
至
郡
櫛
比
庄
に
鹿
ず
る

部
務
。

ミ
ヤ
ヨ
モ

F
U
都
戻

江
沼
郡
入
日
市
に
あ
る

εヤ
ザ
キ
ト
ヨ
ザ
Z
号

ン

宮

崎

盟

左

衛

門

初

名
山
内
艶
太
郎
。
前
問
利
長
に
従
ひ
、
八
王
子
の
役

に
鎚
傷
を
質
ひ
、
宮
崎
蔵
人
か
ら
そ
の
苗
容
を
奥
へ

ら
れ
た
。
後
横
山
長
知
に
仕
へ
、
大
理
寺
の
役
に
鏡
ヶ

丸
に
一
番
来
し
て
鎚
筋
二
ヶ
所
を
受
け
、
知
行
百
石

を
加
へ
ら
れ
て
ご
百
五
十
石
と
な
り
、
次
い
で
大
坂

爾
役
に
も
従
う
た
。

ミ
ヤ
ザ
キ
バ
ナ
宮
崎
鼻
刈
一
円
ザ
ケ
臨
島
郡
能

地
名
。
笈
憩
紀
聞
に
、
入
日
市
の
従
・
越
に
石
地
臓
の

あ
る
厨
を
都
民
と
い
ふ
。
西
行
が
商
住
と
共
に
行
脚

の
際
、
こ
L
で
別
れ
て
西
行
は
都
に
闘
っ
た
か
ら
、

こ
の
名
が
あ
る
と
記
さ
れ
る
。
是
は
九
谷
附
涯
の
商

住
の
地
名
に
倖
ふ
僻
設
の
徐
被
で
あ
ら
う
。
江
沼
志

稿
に
は
、
八
日
市
と
動
織
と
の
聞
に
在
る
小
石
織
を

都
民
橋
と
い
ふ
と
あ
る
。

εヤ
サ
カ
宮
坂
河
北
部
弁
上
庄
に
鴎
す
る
部

落
。
邑
名
は
も
と
黒
律
舟
地
内
に
在
っ
た
小
償
制
枇

の
前
な
る
傾
斜
地
に
あ
る
に
凶
る
。
或
は
御
前
坂
が

御
宮
坂
と
な
り
、
塗
に
宮
坂
に
斡
じ
た
と
も
い
ふ
。

天

E
十
一
年
四
周
期
初
柴
秀
吉
の
制
札
に
、
『
お
ま
へ

ざ
か
』
と
あ
り
、
元
総
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に
は

御
宮
坂
村
と
す
る
。

εヤ
ザ
キ
宮
崎
珠
洲
郡
白
丸
の
東
に
突
出
す

る
岬
角
で
あ
る
。

ミ
ヤ
ザ
キ
カ
ン
チ
宮
崎
容
維

J
ミ
ヤ
ザ
キ
ヒ

コ
タ
ロ
ウ
宮
崎
彦
九
郎
。

εヤ
ザ
キ
シ
ゲ
ユ
キ
宮
崎
重
之
泌
勝
勝
人
。

尖
大
武
は
柴
田
勝
家
叉
は
村
上
級
勝
の
臣
で
、
後
前

回
利
長
之
を
招
い
た
が
臨
ぜ
ず
、
実

E
十
一
一
年
子
宣

之
を
し
て
仕
へ
し
め
た
。
震
之
総
入
百
石
、
御
使
番

と
し
て
大
坂
の
役
に
従
ひ
、
次
い
で
足
随
顕
に
任
じ
、

千
ご
百
石
に
滋
み
、
寛
永
八
年
波
。
子
路
務
に
悦
製

す
る
。

登
島
な
る
須
骨
部
務
の
東
南
に
在
る
抑

o
mに
宮
崎

と
も
い
ひ
、
叉
松
ヶ
崎
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。

句
、
、
ャ
ザ
キ
ヒ
ヨ
タ
ロ
ウ
宮
崎
彦
九
郎
初
代
彦

九
郎
総
は
義
制
。
能
宮
中
居
の
鈍
物
師
で
、
天
正
十

年
前

m利
家
に
召
さ
れ
て
七
尾
に
移
り
、
次
い
で
金

様
に
勝
じ
、
明
隠
=
一
年
授
。
ご
代
彦
九
郎
義
一
、
一

帥
階
窓
維
と
鋭
し
、
継
子
の
製
造
に
名
を
得
、
ま
た

発
鏡
を
鎚
た
こ
と
も
多
い
。
後
剃
髪
し
て
徳
翁
と
い

ひ
、
八
十
ご
践
を
以
て

E
徳
二
年
二
局
夜
。
三
代
彦

九
郎
義
治
、
初
名
を
・
彦
三
郎
と
い
ひ
、
事
保
八
年
夜
。

四
代
彦
九
郎
街
義
、
そ
の
投
祖
父
に
諮
ら
ず
、
貿
盾

三
年
十
一
月
夜
。
五
代
彦
九
郎
街
中
、
後
に
惑
縫
の

蹴
を
襲
ぎ
、
技
術
優
努
、
悦
に
銭
屋
窓
維
と
稽
せ
ら

れ
、
安
永
ご
年
九
周
授
。
六
代
彦
九
郎
義
ご
は
安
永

四
年
八
且
夜
し
、
七
代
彦
九
郎
館
行
は
寛
政
十
一
年

十
一
周
波
し
、
八
代
彦
九
郎
義
光
は
亭
和
三
年
七
刃

渡
し
た
。
九
代
は
越
中
高
闘
の
工
人
彦
兵
衛
が
養
は

れ
た
も
の
で
、
後
に
・
彦
九
郎
向
幸
と
い
ひ
、
安
政
四

年
寄
.
刃
渡
し
た
。
十
代
・
彦
九
郎
向
義
、
初
名
次
昔
、

幼
に
し
て
家
を
製
ぎ
、
文
久
三
年
京
師
名
越
氏
に
就

い
て
梁
を
習
ひ
、
明
治
十
ご
年
そ
の
地
に
客
死
し
た
。

ミ
ヤ
ザ
キ
ヨ
シ
チ
カ
宮
崎
議
比
簡
は
義
路
。

初
め
迦
構
築
許
.
郎
。
蹴
は
竹
谷
。
も
と
竹
内
氏
で
、
金

持
の
人
。
江
戸
に
至
。
浅
利
叉
七
郎
に
従
う
て
一
万

流
の
創
を
感
び
、
飾
っ
て
雄
飛
館
及
び
綬
武
館
に
教

師
と
な
り
、
叉
前
回
利
嗣
の
師
と
な
っ
た
。
厳
務
の

後
島
根
臓
の
紛
亡
穫
に
任
じ
、
石
川
廊
の
出
仕
に
稗

じ
、
明
治
ご
十
年
七
泊
五
日
況
十
三
践
を
以
て
夜
。

句
旬
、
ャ
ザ
キ
ヨ
シ
ツ
ナ
宮
崎
議
銅

J
ミ
ヤ
ザ
キ

ヒ
コ
タ
ロ
ウ
宮
崎
彦
九
郎
。

S
ヤ
ジ
宮
地
江
沼
郡
指
抽
出
の
中
に
回
す
る

g

w
m
o
古
〈
紳
枇
の
あ
っ
た
地
で
あ
ら
う
が
明
ら
か
で

な
い
。
そ
の
耐
祉
を
宮
村
崎
邸
前
祉
に
嘗
て
る
訟
は

八
二
七

ミ
ヤ
ジ
宮
地
鹿
島
郡
金
丸
の
内
の
小
挙
。

ミ
ヤ
ジ
宮
地
鳳
至
郡
富
，
谷
・
魚
地
は
、
明
治

八
年
十
周
併
合
し
て
宮
地
と
稽
す
る
こ
と
に
し
た
。

ミ
ヤ
ジ
シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
タ
ヤ
宮
地
白
山
締
結

江
沼
郡
宮
地
に
鎮
座
す
る
も
の
で
、
中
頃
白
山
祉
と

稽
し
、
今
は
白
山
静
散
と
い
う
て
跨
る
。
式
内
等
訟

世
記
に
、
『
宮
地
白
山
紳
枇
。
宮
地
村
銀
座
。
往
古

有
z
敏
坊
吋
萄
枇
也
。
』
と
あ
る
。

句
旬
、
ャ
シ
ョ
ウ
ト
モ
カ
ツ
宮
庫
友
勝
↓
ミ
ヤ
ヰ

ト
モ
カ
ツ
宮
弁
友
勝
。

さ
ヤ
ジ
日
宮
尻

J
Y
ラ
ヤ
マ
ミ
ヤ
ジ

p

向

山
富
尻
。

ミ
ヤ
ダ
宮
田
河
北
郡
笠
野
郷
に
鴎
ず
る
郎
稿
。

εヤ
ダ
宮
田
鳳
軍
部
浦
上
の
内
の
小
宰
。

ξ
ヤ
タ
ケ
宮
竹
能
楽
部
山
上
郷
に
臨
す
る
郎

務
。
隣
邑
長
翻
と
の
境
界
に
あ
る
澗
を
宮
揃
と
い
ふ

の
が
散
っ
て
村
名
と
な
っ
た
と
い
ふ
0
.

句
、
、
ヤ
タ
ケ
シ
ン
宮
竹
新
能
美
郡
山
上
郷
に
邸

す
る
鵠
落
。
明
治
中
に
至
っ
て
中
島
と
改
め
た
。
宮

竹
新
の
一
蔀
で
あ
る
ぐ
み
の
木
島
は
、
石
川
郡
に
飛

地
と
な
っ
て
ゐ
る
。

εヤ
タ
ケ
ヤ
宮
竹
屋
金
線
の
醤
家
。
も
と
能

美
郡
富
竹
村
か
ら
出
て
金
棒
尾
坂
下
に
住
し
、
放
人

穏
で
、
矢
凝
り
宮
地
白
山
跡
祉
の
前
身
で
あ
ら
k
y
o

笈
憩
紀
聞
に
、
こ
の
村
の
畑
に
七
八
尺
四
方
の
大
.
石

が
あ
っ
て
、
提
言
寺
院
の
塔
の
礎
石
で
あ
る
と
恕
す

る
が
、
そ
れ
を
里
人
の
ジ
ヤ
ウ
ジ
ヤ
ノ
カ
マ
と
言
う

て
ゐ
る
の
は
長
者
の
釜
の
義
な
る
べ
〈
、
そ
の
闘
孔

が
釜
底
に
類
し
て
ゐ
る
か
ら
の
名
で
あ
ら
う
。
附
近

か
ら
は
網
紋
紋
を
有
す
る
卒
瓦
や
、
瓦
蛍
に
複
癖
六

個
の
蓮
花
紋
の
あ
る
疏
瓦
な
ど
も
出
て
ゐ
る
。
こ
の

寺
院
と
か
の
卸
散
と
は
密
接
の
関
係
が
あ
る
も
の
で

あ
ら
う
。


